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議
員
　
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
教

育
効
果
が

先
進
地
の
デ
�
タ
で
出
て

い
る
�
本
市
も
大
型
モ
ニ

タ
�
・
パ
ソ
コ
ン
が
本
年

４
月
全
教
室
に
導
入
�
生

徒
に
と
�
て
分
か
り
や
す

い
授
業
の
推
進
を
求
め
る
�

教
育
部
長
　
授
業
の
初
め

の
場
面
で
生
徒
の
興
味
関

心
を
高
め
る
、
映
像
を
提

示
し
分
か
り
や
す
く
説
明

す
る
な
ど
、
教
師
が

効
果
的
な
使
用
方
法

を
工
夫
し
活
用
し
て

い
る
。
児
童
生
徒
か

ら
は
、「
大
き
い
画

面
で
見
や
す
い｣

「
電

子
百
科
事
典
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て
の
授
業
は
教
科
書

に
な
い
情
報
が
見
ら

れ
る
の
で
興
味
が
広

が
っ
た
」「
動
画
も

見
ら
れ
る
の
で
分
か

り
や
す
い
」
な
ど
、

学
習
意
欲
の
向
上
と

集
中
力
が
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。

議
員
　
特
別
支
援
学
級
で

ぜ
ひ
活
用
さ
せ
る
べ
き
�

電
子
黒
板
化
の
キ
�
ト
と

実
物
投
影
機
を
全
教
室
に

導
入
を
要
望
す
る
�

教
育
部
長
　
児
童
生
徒
が

学
習
に
集
中
力
を
高
め
る

電
子
黒
板
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
機

器
を
活
用
す
る
こ
と
は
、

有
効
だ
と
考
え
る
。
キ
ッ

ト
や
投
影
機
の
導
入
は
今

後
検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
マ
ル
チ
メ
デ
�

ア
・
デ
イ
ジ
�
の
活
用
を

教
育
部
長
　
議
員
の
ご
指

摘
は
大
変
重
要
な
こ
と
で

あ
る
の
で
、
本
市
に
お
い

て
も
国
の
調
査
研
究
を
注

視
し
て
い
く
。

で

　　　分かりやすい を

「ICT教育」の推進で

　　　分かりやすい授業を
「学習意欲の向上と集中力がアップ」

三浦 芳一 議員

とだ議会だより 165 号

ま
た
�
説
明
に
よ
れ
ば
�

自
殺
対
策
を
や
ら
な
い
理

由
は
﹁
人
が
足
り
な
い
か

ら
﹂�
だ
け
ど
も
﹁
増
員

は
難
し
い
﹂�
つ
ま
り
�﹁
こ

れ
以
上
の
自
殺
対
策
は
や

ら
な
い
﹂
と
い
う
こ
と
か
�

医
療
保
健
セ
ン
タ
�
事
務

長
　
人
員
の
質
が
不
足
し

て
い
る
。
重
要
な
問
題
と

し
て
対
応
を
考
え
た
い
。

議
員
　
そ
の
程
度
の
取
り

組
み
で
は
�
戸
田
市
の
状

議
員
　
戸

田
市
民
の

自
殺
者
は

こ
の
10
年

間
�
毎
年
20
名
前
後
で
あ

�
た
が
�
平
成
21
年
に
は

36
名
と
ほ
ぼ
倍
増
�
自
殺

未
遂
者
は
４
０
０
名
前
後

と
推
測
さ
れ
る
�
自
殺
率

は
県
内
ワ
�
ス
ト
２
と
な

�
て
い
る
�
国
も
自
治
体

も
危
機
感
を
持
�
て
自
殺

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る

一
方
�
本
市
で
は
ポ
ス
タ

�
掲
示
以
外
の
対
策
は
何

も
行
�
て
こ
な
か
�
た
�

一
方
で
自
殺
者
数
は
２
倍

に
な
�
た
�
因
果
関
係
は

不
明
な
が
ら
�
デ
�
タ
上

の
事
実
で
あ
る
�
１
年
前

に
同
様
の
テ
�
マ
で
質
問

し
た
際
に
は
�﹁
で
き
る
こ

と
か
ら
や
�
て
い
く
﹂
と

い
う
答
弁
だ
�
た
が
�
場

当
た
り
的
な
対
処
で
済
む

問
題
で
は
な
く
な
�
た
�

緊
急
に
全
体
計
画
を
作
�

て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
�

今
後
の
計
画
は
ど
う
か
�

必
要
な
ら
担
当
者
を
増
員

し
て
対
策
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
�

医
療
保
健
セ
ン
タ
�
事
務

長　

研
修
や
市
役
所
内
外

と
の
連
携
な
ど
、
従
前
か

ら
行
っ
て
い
る
対
策
も
あ

る
。
人
員
の
増
は
難
し
い
。

議
員
　
研
修
は
質
・
量
と

も
に
不
十
分
で
あ
り
�
連

携
に
つ
い
て
は
市
役
所
内

の
相
談
窓
口
と
の
情
報
共

有
す
ら
で
き
て
い
な
い
�

戸
田
市
民
の
自
殺
者
が
倍
増

戸
田
市
民
の
自
殺
者
が
倍
増

　
　
　
　
　ど
う
す
る
の
か

「
や
れ
る
範
囲
で
や
って
い
く
」

酒
井 

郁
郎 

議
員
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議
員
﹁
医

療
機
関
の

未
集
金
問

題
に
関
す

る
検
討
会
報
告
書
﹂
の
指

摘
を
受
け
て
政
府
よ
り
�

医
療
費
一
部
負
担
の
減
免

ま
た
は
執
行
猶
予
の
措
置

を
取
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
�
ま
た
�
必
要
に
応
じ

生
活
保
護
担
当
局
�
医
療

機
関
と
の
連
携
強
化
を
図

り
積
極
的
対
応
に
努
め
る

よ
う
通
達
が
出
さ
れ
て
い

る
が
�
ど
の
よ
う
に
実
施

さ
れ
て
い
る
か
�

福
祉
部
長　

医
療
費
を
支

払
っ
た
ら
生
活
し
て
い
け

な
い
と
い
う
方
が
多
く
見

受
け
ら
れ
る
た
め
、
生
活

保
護
担
当
課
へ
案
内
す
る

な
ど
連
携
を
と
っ
て
い
る
。

対
応
は
ど
う
な
る
か
�
県

営
住
宅
を
積
極
的
に
誘
致

す
る
な
ど
総
合
的
な
住
宅

政
策
を
検
討
・
実
行
す
べ

き
�

都
市
整
備
部
長

　
来
年
度

耐
震
化
補
強
工
事
を
実
施

し
、
さ
ら
に
、
川
岸
住
宅

と
同
様
に
空
室
が
あ
れ

ば
、
活
用
し
な
が
ら
設
備

改
修
等
も
考
え
て
い
く
。

そ
の
後
の
計
画
は
「
公
営

住
宅
の
長
寿
命
化
計
画
」

の
中
で
検
討
を
行
う
。

の

　
　
　
　
　
　

を

医
療
費
・
国
保
税
の

　
　
　
　
　
　減
額
免
除
を

「
個
々
に
実
情
を
聞
き
対
応
す
る
」

花
井 

伸
子 

議
員

議
員
　
生
活
保
護
基
準
を

超
え
る
相
談
者
に
は
�
医

療
費
�
国
保
税
の
減
免
も

合
わ
せ
て
実
施
す
べ
き
�

福
祉
部
長
　
ケ
ー
ス
ご
と

に
実
情
を
十
分
に
聞
き
、

慎
重
か
つ
適
正
に
対
応
を

行
う
。

議
員

　
平
成
24
年
ま

で
の
﹁
市
営
住
宅
ス

ト
�
ク
総
合
活
用
計

画
﹂
の
柳
原
住
宅
の

建
て
替
え
が
変
更
に

な
り
�
増
設
予
定
だ

�
た
10
戸
が
で
き
な

く
な
�
た
�
エ
レ
ベ

�
タ
�
の
設
置
や
改

築
時
の
居
住
者
へ
の

◀
エ
レ
ベ
�
タ
�
の
設
置
が
望
ま
れ
る

　
市
営
住
宅

▶
札
幌
市
の
自
殺
予
防
キ
�
ラ
ク
タ
� 

Ｃ
Ｈ
U
Ｐ
U
Ｋ
A
︵
チ
�
プ
カ
︶

電
子
黒
板
な
ど
を

全
特
別
支
援
教
室
に

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
イ

ジ
ー
教
科
書
の
活
用
を

市
営
住
宅
施
策
の

充
実
を

一 般 質 問

況
が
さ
ら
に
悪
化
す
る
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
�

※ 1

※ 2

※ 1　IＣＴ教育…コンピューターや、その周辺機器などを活用し，授業を行うこと。

※ 2　マルチメディア・デイジー…一般の印刷物を読むことが困難な人々のためのデジタル録音図書。

▶
I
C
T
教
育
機
器
が
市
内
全
校
に
導
入

　
さ
れ
ま
し
た

６月定例会における傍聴者アンケートでは、本会議

及び委員会を傍聴した 53 名のうち、13 名の方から

回答をいただきました。

◇議会傍聴しての意見・感想は10件いただきました。

紙面の関係上、割愛させていただいた部分もあり

ますので、御了承願います。

◇集計結果は議会ホームページに掲載していますの

で、あわせてご覧ください。

○議長、役員（執行部職員）の回答等、皆さん早口です。

○資料（傍聴用資料）をそろえてくれたことは、あ

りがたい。

○足が悪いので、トイレを洋式にしてもらいたい。

○一般質問は、質問件数制限を設けたりして、時間

短縮を図るべき。

○他党議員の質問中、ヤジや私語の多い議員は見苦

しい。

○２人ほど私語が多かった。次に番号と議員名を書

くつもり。

○答弁が紋切り型。もっと心の通ったものが必要。

○座席が薄く固くなった所がある。小生愛用の席も

疲れやすくなり、今期より一段上の席に替えまし

た。まとめて修理したらいかがか。

○以前と比較してみると、各議員の資質の向上が確

認できた。市民の代表として、品格が態度にあら

われていたことは、納税者として評価できる。し

かし、目立った私語には、市民を侮っている傲慢

な姿勢が見えて不愉快。市民の代表であることを

肝に銘じてほしい。

○常任委員会傍聴は久しぶり。議員、担当者ともに

熱心な質疑応答で、感銘を受けた。加齢により聴

力が低下しているせいもあるが、多少聞き取りづ

らいこともあった。

◇貴重なご意見等は、今後の議会運営や議会だより

の編集の参考とさせていただきます。

傍聴者アンケートの集計結果(抜粋） 
平成22年６月定例会分


